
liiLt 

A
J七

ーーーー-

一

l U 

ー、ー
己コ

，旬、J

ニJ

、、

戸

¥二-

平成14年
[2002] 

No.1343 

‘ー..... 

-上国市役所〈唖陪4100)
(園時4100)

・市政提言電路(ffII)⑧2539)
・市政提言FAX(匝陪5111)
・市政鍾曾.子メール
mayor@city.ueda.nagano.jp 

・インタネット上留市のホムページ

URL http://www.citv.ueda.n叩向。 p/
〈広報ほか市直情報掲載)

~ ， 

。

J.!. 

亡J

日必

-~ 

、、

亡

千Itll川に架かるあずき色の鉄橋を、ゴトゴトと別所線の電車が渡っていきます。

全長約219mのこの橋は大正13年 (1924年)、上回交通附の前身、上回温泉屯軌側が

完成させたものです。大正10年の開業時には、この千曲川鉄橋が完成していなかっ

たため、 三好町駅が始発駅となり、青木までの10.6kmと上田原駅から分睡した別所

温泉まで四8.7kmが官能を開始しました。開通当初から活躍しているこのトラス橋

は今年で満78歳。橋脚も橋梁部升も当時白も白が使用されています。上国交通側鉄

道部では、こまめに補陣しながら、これからも大切に使っていきたいと白ことでし

た。

「上聞市町景観を諮る時に、こ こは欠かせないスポットですね。冬白早朝白千曲

川に水蒸気が立ち込める水面、亙由アユ釣り・つけば撒や花火大会など、四季を通

してさまざまな顔を見せてくれます。私は写真が好きであちらこちらに出かけます

が、この付近は一年中撮っても飽きない場所だと思います」と推薦者白小川さん。

アカンヤ白若葉が美しい千曲川白河川敷を整備する 「水辺プラザ整備事業」。現在、

半過岩鼻白岩墜を見上げる 「川白駅」ゃ、上田駅温泉口近くの河川敷など 4か所で、

散歩道や芝生公園・親水水路江どの整備を進めています。

お体み白日にちょっと出かけてみてはL、かがですか(関連記事 2ページ)。 〉

目~

広報うえだ 1 

情報うえだ 4 

惇瞳ガイド 12 

教育うえだ 13 

企推覇者
小川稔さん

(下泡尻)

4・Eの風物
「上田町大花火大会」

尼言言
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川と遊lまうト楽しU*onlむきましト
新録がまぶしいさわや方怠季節E草りまし~. 晴れ上ガつ

E日Eは外出して、千曲川由'-"由音を聞き怠1f5、軍族や左

遷と貫措ち由よい時聞を過ごしてみまゼん廿?

国土空週省子曲川工・・務所と市でI~. 地元自皆さん忽ど

の軍見を限り入れ鉱閉5.干曲川町水辺の麟力を生かした

『上回水辺プラザ』由置帽・業を量めています.平曲川河川

車町4か所で.その噛所由特置を生かした盤冊を行い、 4月
から皆吉んが利用できるように怒っています.

-ぃffo世
企冨8 (slIlI蜘11.2)臨罰融制

千曲川と沼野川が合涜するこの泊所にI~ 観水水緒。芝生$.・クラウン

ドカヌー努省所忽どの藍備ができました.水泡ぴ、アウトドア活動敵歩

忽ど工夫しだいでいろいろ忽過ごし方ができます。省aが側近に迫る般観1>

絶震です， 駐車得、トイレ、水飲み喝も殴置しました。

ととき(御所)

富市11]i1問。n悶Vリーーーーーー

堤防から下り 5れる階段を 2か所

っくりました.御所自治会や緩下小

学校の笛さんによる花喧づくりも行

われています.河川般がら平曲川の

きました。下りたところに隠避ぺる水辺をつくり

ました。クラウンドの川側で陪.庫霊備もされ、

千曲川の川べりに下りられる階段もできました。



品開匡個人情報保護制限用理置
平成12年4月 1日から施行している情報止関長例と

個人情報保護条例の運用状況をお知らせします。この

制度は、市が管理している文書の止閣を求める権利を

市民の皆さんに保障し、開かれた公正草市政の推進と

市民の皆さんの市政への参加を促進することを目的と

しています。市民の皆さんの請求に応じて、市力、保有

菅理している文書を閲覧していただいたり、写しを交

付することてエ公開を行っています。在お、個人に関す

る情報などについては、全部または部が非公開とな

るものがあります。

今回は、昨年度(平成13年4月 1日~平成14年3月

31日)の運用状況についてあ知らせします。

昨年度は、 26件の情報公開請求がありました。個人

情報に関する開示請求はありませんでした。また、市

が出資する法人に対する情報公開請求も 1件ありまし

た。なお、この市度の利用方法や軍月号状況は、市のホ

ムペジ (http://叫 NW.city.ueda.nagano.jp/)でもご

覧(~id:れます。

今後も市民の皆さんが利用しやすい制度の運用に努

めていきます。

情報公開制度に基づく請求の内容

公開

部分止開 |伺人が織矧lできる部分のみ非公開

公開

塑

公開

市の出資する法人に対する情報公開請求の内容

土地開発公社が所有する土地の明細 よ田市土地開発公社 部分A開 |個人力取別でき

総務課文書法規係(固③5332)

(3] 14.互 16

f、



• 
次
の
皆
様
か
ら
温
か
い
ご
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
半
回
収
一
郎
様
(
東
京
都
)
/
上

田
市
出
身
作
家
・

「新
回
潤
」
の

資
料
/
市
立
図
書
館
へ

マ
清
水
る
り
子
様
(
金
沢
市
)
/
現

金
1
万
円
/
点
字
図
書
館
整
備
賞

主
と
し
て

マ
小
井
主
昭
二
様

(下
川
原
柳
町
)

/
総
合
百
科
事
典
吃
巷

(
9
万
2

4
0
0
円
相
当
)
/
北
小
学
校
図

書
館
へ

マ
か
が
や
さ
引
様
/
タ
オ
ル
1
E
O

枚
/
入
所
児
用
と
し
て
乳
児
院
ヘ

マ
東
小
同
級
会
穣
/
現
金
3
4
0
0

円
/
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し

て
マ
上
田
市
建
材
販
売
協
会
様
/
現
金

1
万
6
6
0
1
円
/
森
林
膏
成
の

た
め
に(平

成
同
年
4
月
日
日
現
在
)

お知らせマ
と
き

6
月
7
日
幽

1
日
月

(全
日
固
)
午
前
凶
時
1
正

午

マ

と
こ
ろ
室
賀
温
泉
さ
さ
ら
白
湯

マ
構
師
小
出
美
和
さ
ん
マ
受
講

料

1
2
0
0
円
。
材
料
費
実
費

マ
定
員
叩
名

7
申
し
込
み
室

賀
祖
泉
さ
さ
ら
の
湯
へ

初
夏
申
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
壱
揖
こ
う

「
最
観
阻
害
ウ
才
l
キ
ン
グ

睡眠
市
民
町
面
幌
嗣
窃
5
1
2
7
)

上
田
の
景
観

ω選
を
め
ぐ
る
ウ
ォ
l

キ
ン
グ
を
実
施
し
ま
す
。

今
回
は
市
街
地
に
残
る
貴
重
な
染

屋
台
申
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
一
帯
か
ら
、

信
濃
国
分
寺
史
跡
公
固
ま
で
を
散
策

し
ま
す
。
ヰ
少
き
や
す
い
服
韮
で
、
お

気
軽
に
ご
害
加
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

6
月
2
日
価
午
前
日
時

ぞ

ー
正
午
(
受
け
付
け
午
前
8
時
胡
分

1
)

マ
集
合
場
所
中
央
公
民
館

(正
面
玄
関
前
)

マ
講
師
上
回

自
然
探
訪
の
金
ほ
か
マ
参
加
料

1
0
0
円

(当
日
置
収
。
保
険
料
等

と
し
て
)

マ
申
し
込
み

5
月
初

日
制
ま
で
に
、
氏
名
・
参
加
人
数
を
、

電
話
で
都
市
計
画
課
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
マ
そ
の
他

飲
虫
物
等
は

各
自
で
用
意
を
。
当
日
参
加
も
で
き

ま
すお

出
か
げ
く
だ
古
い

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U
E
D
A

へ

メ
デ
ィ
ア
一
フ
ン
ド
U
E
D
A
串
叫
唖

T
0
0
0
)

-
目
暗
画
家
講
座

(
受
講
料
1
5
0
0
円
)

マ
と
き

6
月
2
日
間
午
桂
l
時 企蜂屋台段丘のグり ンベルト

『
室
賀
温
泉
さ
ミ

E
の
湯
』

利
用
者
が
1
0
0
万
人
達
成
/

平
成
9
年
6
月
に
オ
!
プ
ン
し
た
、
「
室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯
」
由
利

用
者

(朝
ぶ
ろ
を
除
く
)
が
4
月
初
日

ωに
1
0
0
万
人
を
突
破
し
ま
し

た
。記

念
す
べ
き
1
0
0
万
人
目
は
、
市
内
小
阜
の
荒
井
静
際
さ
ん
。
母
袋

市
長
と
と
も
に
く
す
玉
を
割
り
、
入
館
1
0
0
万
人
を
視
い
ま
し
た
。
そ

よ
し

U

，‘nh
w

白
桂
、
荒
井
さ
ん
と
前
挫
の
佐
藤
芳
冶
さ
ん
(
塩
城
町
)、
和
田
梅
雄
さ

ん

(更
地
市
)
に
、
母
袋
市

長
か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

る
と
と
も
に
、
そ
白
桂
由
利

用
者
1
0
0
人
に
置
待
券
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
と
も
ま
す
ま
す
の
ご

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

別
分
1

3
時

加

分

マ
内
容

パ
ソ

コ
ノ
で
水
彩
画
や
油
絵
な
ど
を
描
い

て
み
よ
う
マ
対
象
者

マ
ウ
ス
が

使
え
る
か
た
マ
定
員

同

名

-
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
&
写
真
加
工
入

門
(
受
講
料
2
0
0
0
円
)

マ
と
き

6
月
8
目
的
午
桂
l
時

却
分
1
4
時

初

分

マ
内
容

デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
を
使
勺
て
撒
臨
し
た
写

真
由
色
々
な
加
工
白
し
か
た
を
紹
介

マ
対
象
者

パ
ソ
コ
ン
経
験
者

マ
定
員
同
名

・
パ
ソ
コ
ン
相
麟
室

(相
談
料
無
料
u

マ
と
き

6
月
日
日
間
午
前
日
時

1
正
午

7
定
員

叩

名

マ

申
し

込
み

事
前
に
電
話
で

く
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上
回
創
造
館

5
月
の
催
し

上
闘
創
造
館
嗣
叫

@
1
1
1
1)

会岡
署

4
1
0
0
)

・
「
2
0
0
2年
な
が
の
聖
云
の
今
」

展
(
入
場
無
料
〕

マ
と
き

6
月
同
日
出
1
同
印
日
佃

午
前
9
時
1
午
桂
4
時
加
分

-
蔵
書
票
(小
版
画
)
を
つ
く
ろ
う

(
参
加
無
料
〕

マ
内
容
[
と
き
]

①
ス
テ
ン
ン

ル

(講

師

久

保

田
洋

一
さ
ん
)

[6
月
四
日
同
午
前
9
時
加
八
万

i
正

午
]

②

木
版

〔講
師
清
水
義
博

さ
ん
)
[
6
月
四
日
嗣
午
前
9
時
却



~-" 分 期z 日 会 場 !

更受新け情付習け 7J'j同 1日開 上下管水雛道燥局
一 12日出

受賦験験謂受習けお付よけび 78月月29日開 上下営水業道銀局~ 自白幽

更新慣習 9 月月3B0d 文東化部会町館9J"日制

受政揖習 9月27日幽 文烹化郡会町館

民験 10月"日出 長野大学

民験日程-更新講習下水道排水設備工事

責任技術者試験等
上下政道局宮聾標(阻mS24剖

今年度、醐長野県下水道公社で行われる下水道制叶く設備

工事責任技前者の更新講習および試験の臼程は右去のとお

りです。

申込方辺法 ・時間など、詳しくは営諜埋までお問い合わせ

くださ L、
分
j
午
後
3
時

]

マ
持
食
楊

カ
ッ

タ
ー
(
ス
テ
ン
シ
ル
の
み
て
彫
刻

万

(木
版
の
み
)

マ
定
員

先
皆

同
名

マ
申
し
込
み

6
月
l
目
的

か
ら
電
話
で
受
け
付
け

-
折
り
紙
教
室

(
参
加
料
一
人
3
0
0
円
)

マ
と
き

6
月
初
日
冊
午
前
白
部

叩
時
1
正
午
・
午
後
の
部

1
時
3

3
時

マ
内
容

互
の
花
や
七
夕
飾

り
を
折
ろ
-
つ

-
星
空
コ
ン
サ
ー
ト

i
チ
ェ
ロ
と
ピ

ア
ノ
の
タ
ベ
1

〔入
場
料
1
0
0
0円
)

マ
と
き

7
月
6
日
出
午
後
7
時

1
(関
脇
午
佳
6
時
卯
八
甘
)

マ
演

奏
曲

浜
辺
自
歌
、
L
O
V
E
-
L

O
V
E
-
L
O
V
E
ほ
か

マ
演
奏

者

寺
島
都
志
子
さ
ん

(チ
ェ
ロ
)、

深
沢
雅
美
さ
ん
(
ピ
ア
ノ
)

マ
定

員

先
着
1
2
0名

マ
チ
ケ
ッ
ト

販
売

日
月
l
日
出
午
前
9
時
か
ら
、

上
回
創
造
館
窓
口
で

問
問
附
刷
出
国

園
太
陽
の
黒
点
を
見
ょ
う

(
欝
加
無
料
)

マ
と
き

6
月
1
目
的
午
前
問
時

i
H
時
却
分

マ
そ
の
他

雨
天
・

曇
天
の
場
合
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

室
で
、
太
陽
に
閲
す
る
話
と
ビ
デ
オ

上
映
を
行
い
ま
す

-
親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室
(
参
加
無
料
)

マ
と
き

6
月
8
日
出
午
前
9
時

却八万
1
U時
泊
分

マ
内
容

お
文

さ
ん
へ
の
ミ
ニ
賞
状
と
絵
手
が
み
を

つ
く
ろ
う

マ
対
象
者

5
歳
以
上

回
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

マ
定
員

同
名
(
超
え
た
場
合
は
抽
選
)

マ
申
し
込
み

5
月
M
日
制
ま
で
に
、

寸
電
話
」
か

「F
A
X
L
〔郵

便

昔

?

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
屯
話
番
号
を

明
記
し
、
「
お
父
さ
ん
へ
白
ミ
ニ
賀

状
係
」
あ
て
)
で

-
昔
ぱ
な
し
鱈
り
の
会

(参
加
無
料
U

マ
と
き

6
月
8
日
出
午
後
l
時
初

分

i
3時

-
田
ん
ぼ
や
池
な
ど
の
水
中
に
い
る

微
生
物
を
調
べ
て
み
よ
う

(参
加
無
料
)

マ
と
き

6
月
日
日
出
午
前
叩
時

1
U
時
(
受
け
付
け
午
前
9
時
拍
分

1
)

マ
対
象
者

小

・
中
学
生
と

そ
の
保
護
者
マ
持
ち
物

ハ
ン
カ

チ
か
手
ぬ
く
い

-
パ
ソ
コ
ン
で
作
ろ
う
/
オ
リ
ジ
ナ

ル
T
シ
ャ
ツ

(参
加
料
一
人
1
0
0
0
円
)

マ
と
き

6
月
却
日
出
午
桂
l
時

羽
分
1
4時
卯
八
万

マ
定
員

同

名

(超
え
た
場
合
は
抽
選
)

マ
持
ち

物

自
の
T
シ
ャ
ツ
、
プ
リ
ン
ト
し

た
い
イ
ラ
ス
ト
や
絵

マ
申
し
込
み

6
月
H
日
掛
ま
で
に
、

「
電
話
」

か

「F
A
X」
(
郵
便
帯
号

・
住
所

・

氏
名

・
年
齢

・
屯
話
帯
号
を
記
入
し
、

「
オ
リ
ジ
ナ
ル

T
シ
ャ
ツ
僻
」
あ
て
)

で

マ
そ
の
他

小
学
生
以
下
は
保

護
者
同
仲
で

身
体
障
害
者
の
か
た
対
象

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

よ
園
地
層
身
体
陣
書
者
自
窓
生
活
支
銀
セ
ン
タ
ー

嗣
叫
骨

5
5
2
2
・
醐
唖
S
5
2
0
)

マ
と
き

5
月
却
日
附
午
桂
1
時

加
分
1

マ
と
こ
ろ

市
営
陸
上
競

技
場

守
対
象
者

上
小
地
域
に
お

住
ま
い
の
身
体
障
害
者
の
か
た

マ

参
加
料

無
料

マ
そ
の
他
申
し

込
み
不
要
。
雨
天
の
場
合
は
中
止

意
欲
の
あ
る
か
た
ぜ
ひ
嘗
加
を

旅
館
業
務
ア
シ
ス
タ
ン
ト
腸
習
会

脚
上
園
地
蝿
シ
ル
パ
人
材
セ
ン
タ

嗣

窃

e
0
0
2
)

マ
と
き

6
月
口
日
側

1
阿
部
日

嗣
午
前
四
時
1
午
後
3
時

(7
日
間
)

マ
と
こ
ろ

別
所
温
泉
セ
ン
タ
!

マ
内
容

旅
館
業
務
の
基
礎
知
識

と
技
能
の
習
得

マ
対
象
者

健
康

で
働
く
意
欲
の
あ
る
日
歳
以
上
の
か

た

マ
定
員

先
着
却
名

マ
受
講

料

5
0
0
円
(
テ
キ
ス
ト
代
)

マ
申
し
込
み

6
月
刊
日
開
ま
で
に

ゾ
ル
パ

l
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

市
営
E
t宅
の
入
居
者

募
集
し
ま
す建

策
住
宅
限

嗣

叫

@
5
4
3
0
}

マ
募
集
期
間

6
月
3
日
開
5
同

m日
開

マ
募
集
団
地

6
月
3
日

聞
に
公
表

マ
入
居
者
決
定
方
法

公
開
抽
選

マ
申
し
込
み

市
役
所

本
庁
舎
4
階
建
聾
住
宅
諜
へ

暮女E
らと
せ男E
~が
装い

き
をい

き
と

男
女
共
同
書
画
謀
倫
8
6
2
4
5
)

〈
市
民
自
声
か
ら

(師
揖
代
男
性
)

〉

結
婚
に
つ
い
て
思
う

最
近
、
「
世
子
化
、
晩
婚
」
と
い
っ

た
声
や
文
字
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
な

い
日
は
な
い
。
晩
婚
ど
こ
ろ
か
、
全
然

結
蝿
か
眠
中
に
立
い
立
畦
か
増
え
て
い

る
と
い
う
。

な
ぜ
、
結
婚
し
た
が
ら
な
い
の
だ
ろ

う
か
。
あ
る
女
性
に
聞
い
て
み
た
。

彼
女
は
「
仕
事
を
や
め
た
く
砕
い
」

と
い
う
。
結
婚
し
て
も
仕
事
を
続
け
る

人
は
E
Eぜ
い
い
る
し
、
手
ど
も
も
育

て
て
い
る
で
は
在
い
か
と
い
う
と
、

「
仕
事
を
一
人
前
に
し
、
家
に
帰
っ
て

室
事
を
こ
な
し
、
子
ど
も
を
育
て
、
近

所
コ
さ
串
い
を
し
、
夫
や
親
の
面
倒
も

み
る
と
い
う
立
性
の
話
を
聞
く
と
、
私

に
は
と
う
て
い
で
き
な
い
か
ら
結
措
は

し
た
く
在
い
」
と
。

し
か
し
、

今
の
世
の
中
、
女
性
一
人

で
が
ん
ば
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
わ
が
息
子
は
結
婚
の
翌
日

か
ら
主
代
で
タ
貴
つ
く
り
を
し
、
軍
事

一
切
を
共
同
で
行
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
愛
情
主
換
と
と
も
に
E
い
の
考
え

方
も
E
E
き
ぜ
あ
い
、
男
女
と
も
に
封

等
在
家
庭
づ
く
り
を
す
る
こ
と
は
、
知

恵
と
勇
賓
と
実
行
力
の
い
る
こ
と
。
覆

極
的
に
新
し
い
家
庭
生
活
を
開
拓
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

広報うえだ 5月 1日号11ペ ジ上段でお知らゼした、 写真家 '立木義浩講演会の情演同容が

「写真気MJとなっていましたが「写心気44Jの鼠りでしたa町正しおわびします。iitii'3圏
14.5.16 [5] 



仕事に活かす ITセミナー
働く皆さんや求事院中のかたを対象とした IT教育セミ

ナーを開講しています。ぜひ、ご活用〈ださも、

1>日程 下車のとおり bところ上小高等職業訓輔

校(常慾械 1-3-20) 1>霊前料(一間車当たり}

l凹O円 1>問い合わゼ・申し込み 上小高等蔵量訓融校

(1IIII!>>@2666)へ

矢島助役が退任
4月30日付けで矢品広道助役(1l11J目。

57歳)が退任されました。矢砧さんには

約 l年 4か月の問、市政発展のためご尽力

いただきました。

たいへんご苦労様でした。

13 

16 

14 

17 

上
田
市
行
政
政
革
推
進
委
員
会

委
員
を
公
募

組
曲
闇
陣
嗣
結
言

3
3
2
)

マ
応
募
資
格
市
内
在
住
由
加
歳

以
上
司
歳
以
下
の
か
た
(
公
募
の
方

法
に
よ
り
審
議
会
へ
書
面
で
き
る
の

は
、
一
人
l
審
議
会
ま
で
)
マ
募

集
人
員

i
名

マ

任
期

行
政
改

革
大
綱
に
閲
す
る
帯
犠
が
終
了
す
る

ま
で
(
平
成
H
年
度
中
)
マ
審
機

会
の
内
容

行
政
改
革
に
つ
い
て
、

市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
調
査

・
審
議

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
マ
応
募
方

法

所
定
の
申
込
曹
〈
総
務
課
に
あ

り
ま
す
)
に
、
「
私
申
考
え
る
行
政

世
革
」
と
姐
し
た
レ
ポ
ー
ト

(
8
0

ホームページ
作成

20 

21 

22 

0
字
以
内
・
脅
式
自
由
)
を
添
え
て
、

総
萌
聾
に
提
出
マ
締
め
切
り

5

月
却
日

ω
マ
そ
の
他
レ
ポ
ー
ト

と
面
接
に
よ
り
決
定
し
ま
す

j|!? 
信
濃
川
を
守
る
協
議
会
で
は
、

6

月
3
日
開
に
県
下
一
斉
曹
の
河
川
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

河
川
へ
の
不
法
投
棄
や
水
辺
で
遊

ん
だ
あ
と
の
ご
み
の
散
乱
、
釣
糸
や

容
器
の
投
棄
が
目
立
ち
ま
す
。
ま
た
、

空
き
缶
や
肥
料
袋
な
ど
も
書
く
回
収

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
並
置
す

る
と
、
川
の
景
観
が
搬
な
わ
れ
、
水

質
が
汚
濁
す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

川
は
み
ん
な
の
肘
産
で
す
。
き
れ

い
な
川
を
残
す
た
め
、
ご
み
は
放
置

せ
ず
、
必
ず
持
ち
帰
る
ょ
っ
に
し
ま

しょ・

1

河
川
嚢
園
田
モ
ニ
タ
ー
に

な
っ
て
み
ま
せ
ん
か

国
土
変
通
省
千
幽
川
工
事

''m街

嗣
幽

0
2
e
1
2
2
7
1
7
7
8
8
}

河
川
美
化

・
河
川
置
鎮
の
思
想
白

普
及
・
啓
発
を
図
り
、
河
川
に
関
す

る
情
報
や
意
見
を
把
握
す
る
た
め
、

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
を
公
募
し
ま
す
。

業
高
内
容

・
応
募
方
法
等
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
応
事
資
格
千
曲
川
・

庫
川
の

( 

因回R
固図

U
町

不
用

am
に
な
っ
た
も
の
.
ほ
し
い

も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
腐
事
物

剣
贋
限
内
ヱ
コ
ハ
ウ
ス
(
直
通
圃

@
6
1
4
4
)
へ
.
{
受
け
付
旬

午
前
叩
崎
5
午
後
4
臨
時
}

不
用
品
目
登
録
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
無
料
の
も
の
白
み
で
す
の

で
、
ご
了
革
く
だ
さ
い
。
畳
輯
期
聞

は
3
か
月
で
す
。

マ
宜
卓
用
い
す
マ
子
ど
も
服

女
児

(
1
0
0
1
1
2
0
g

マ
す
べ
り
台

V
マ
マ
コ
ー
ト

マ
ベ
ビ

l
用
お
ま
る
マ
電
気
ス

タ
ン
ド
マ
ヨ
ー
グ
ル
ト
メ
ー
カ
ー

マ
ア
イ
ロ
ン
マ
魔
法
び
ん

マ
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
マ
シ
ン

グ
ル
パ
イ
プ
ベ
ッ
ド
マ
介
瞳
呼
ヘ
ッ

ド
マ
応
接
セ
ッ
ト
マ
茶
だ
ん

す
守
電
話
構
マ
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ミ
シ
ン
マ
編
み
機

マ
子
ど
も
服
男
女
(
卯

1
1
0

0
岨
)
マ
チ
ャ
イ
ル
ド
ン

l
ト

マ
ベ
ビ

1
ベ
ッ
ド
マ
ベ
ビ
ー

カ
ー

V
電
子
レ
ン
ジ
マ
掃
除

機
マ
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
マ
子
ど

も
用
自
転
車

マ
ガ
ス
オ
ー
プ
ン

マ
和
だ
ん
す
マ
大
人
用
事
行

器
マ
老
人
用
手
押
し
車

[6) 14.丘16

.6月の粗大ごみ回収目
6月15日出・・・僅図支所駐車鳩

回収時聞は午前10時~正午。処理費用(実費}がかかります.



〕

河
川
愛
護
に
関
心
を
お
持
ち
由
加
歳

以
上
の
健
康
な
か
た

マ
任
期

7

月
l
日

1
来
年

6
月

初

日

マ

応
募

締
め
切
り

5
月
剖
日
幽
ま
で
に
国

土
交
通
省
千
曲
川
工
事
事
務
所
へ

全期

便利で確実な口座振替のご利用を

.健闘動車脱

リ
サ
イ
ク
ル
の
輪
を
ひ
ろ
げ
よ
う

「
ふ
ろ
し
き
市
」
出
庖
者
募
集

エ
コ
・
ハ
ウ
ス
嗣
幽
⑧
5
1
4
4
)

廃
車
物
耐
震
隈
嗣
窃
0
6
6
旦

ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
の
た
め
、
「
ふ
ろ
し
き
市
」
を
開

催
。
出
庖
を
希
望
さ
れ
る
か
た
を
募

集
し
ま
す
。
フ
リ
マ
ケ
ッ
ト
を

経
験
し
た
こ
と
が
な
い
か
た
を
対
量

に
、
エ
コ
・
サ
ポ
ー
ト
幻
の
サ
ボ
i

タ
ー
が
、
不
用
品
の
再
使
用
の
お
手

受付は

生活環境線
(本庁舎 1階)

社会福祉協議会
("⑪8080) 

児

伝
い
を
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
を
。

マ
と
き

6
月

2
日
制
午
前
9
時

泊
分

1
正

午

マ

と
こ
ろ

エ
コ
・

ハ
ウ
ス
(
上
回
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

敷
地
内
)
マ
対
象
者

市

内
在
住

で
、
「
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
L

・

「
ふ
ろ
し
き
市
」
に
い
ま
ま
で
害
加

し
た
こ
と
が
な
い
か
た
マ
目
的

事
く
の
皆
さ
ん
に
、
不
用
品
を
有
効

活
用
す
る
償
金
を
提
供
し
、
各
地
で

開
催
さ
れ
て
い
る
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ

ト
へ
の
参
加
等
、
ご
み
減
量

・
リ
サ

イ
ク
ル
白
輪
を
ひ
ろ
げ
ま
す
マ
定

員
同
名
(
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
し
ま
す
)

マ
申
し
込
み

5
月
加
日
働
ま
で
に
、
エ
コ
・
ハ

社会福祉也議会
("骨3082)

上回商工会議所
("@4田0)

毎週月~金趨日
8:30~17づ00

毎週月~金稽日
9 :00-16:00 

毎週月火稲田
9 :OO~16:00 

結

高齢者蔵業相談

保育・子育て相談
〈・騒祖鮫〉

保育 ・子育て栂談
〈面白長網桜〉

(上
回
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
敷

地
内
・
受
け
付
け
午
前
問
時

1
午
後

4
時
〉
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

ウ

ス商
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

情
緒
機
道
陣
嗣
叫
申

8
2
4
1
}

6
月

l
自
由
に
、
「
平
成

H
年
商

業
統
計
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
卸
売
業
・
小
売
業

を
営
む
商
業
事
業
所
を
対
皐
に
、
全

国
一
斉
に
行
わ
れ
る
経
済
産
業
省
白

調
査
で
す
。

統
計
調
査
員
が
調
査
票
を
お
持
ち

し
ま
す
の
で
、
調
査
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

新しい踏ま鑑議室を指定

な
お
、
こ
の
調
査
で
お
尋
ね
し
た

内
容
は
統
計
デ
ー
タ
の
作
成
以
外
に

は
い
っ
さ
い
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
個
々
の
事
業
所
由
秘
密
は

固
く
保
護
さ
れ
、
調
査
察
は
デ
l
タ

の
集
計
桂
に
焼
却
処
分
さ
れ
ま
す
。

健医番号

⑧1806 

⑧18585 

@l2345 

0267@O374 

@2385 

0267曲8661

@1493 

排水位冊工事Eよび結氷韮置工事は、市て指定した聾者で

ないと施工できません。指定業者は市への申謂手輔さ・工事

等をいっきL、代行しますので、工事の申し込みは指定業者へ

直謹強頼してください。

園新たに指定した下水道指定工事庖

工事唐名 | 営業所所在地

段 備 1'1咽都丸子町大字担割11789-2 

盈進建股|よ図市大字下之郷311-10 

功栄建般iよ図市大字着久保刊12-1 

醐寮慣ホ ム機器 1'1噛市大字滋野原116.2

-I l!J 1上回市中噴東5-5e 

闘っ方 タサービス|小館市己531.9 

倒和

情1

備1

ワザココ

E新たに指定した指定強水装置工事事童書

， 工事事業者名 曹墾里m在理

和 国 般 傭 1'1県郡丸子町大字塩川1789-2 

岡ウz タサービス 1'1錨市乙531-9 

建|よ国市大字着久保14回 9筏111 緑情1

電話喬号
← 

⑧180E 

0267@8661 

e月1日出 ツルヤ大鹿底、マツヤ上回底

6}j 8自由西友秋和庖.函友三好町慮、 Aコープコア塩園庖
8月16日出 マツヤ上園インタ 慮、やおふくよ繍庖
8月22日比} ジャスコ上国庫、しおだ野y ヨヲビングセンター

業今回褐磁したの隠新規に指定された集者です.すべての指定集者名をお知り
にT，j:l)J'Cい場合陣、上下水温周曾業恩給排水係(血陣"ゆ頃塑1532'15四)ま
でお問い合わせください。

-ウィークエンドリサイクル6月の日程
回収局間思午前10時~正午(時間厳守).

寂胞のびん、缶、古紙、古布が出ぜます.14.丘16(7] 
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@(!J$@Jl!Jo.oe....... 
自転車等は決め5れた日に決め5れた場所ヘ

."‘ .... 宮、.ヘピカー

不用にわた自転車・スキー・ ベビーカーEどは、 l¥¥'¥L 
月に 1回書自治会で指定した自に、決められた場所で 且河睡!L

収集しています。 団岨 ' 

ただし、指定した目が休日・祝日・年末年始の場吉

は、収量がお体みになりますので翌月の指定した自に

出してくだ古い。
企自転車 (不用と表示}

企スキーーストック

.遊戯周一輪車

・老人用手押し車

・子ども周三輪車

立お、指定場所・時間など、ご不明な点は廃棄物対

策謀か茜自治会へお辱ねください。
l <:nS降、蜘闘い四時別酬と写ります]

Jレールを守り、適正な収集にご協力をお願いします。
.問い合わせ.
廃棄物対策課(固③0666)

-自転車・スキー ・ベビーカー等の業者収集日程表

月曜日 下紺厘町、緑が丘、鎌原、新屋‘緑が丘西、緑が丘jt.誠北

第 !火曜日 下本郷、上本郷‘中野、よ小島、下小島、保野、学海南、学湾北

水曜日 潜入、泉町、上常回、中常国、北常目、下常田、常入、材木町、木町

回
木曜日 鷹匠町、償、東町前、山湾、野菌町剤、山西、脇手、塚新、町山‘霞肪部、生塚、常磐町、秋和、上塩尻、下塩尻、十人、

目
塩田新町 田、野倉

金曜日 畑山、伊努山、富士見台、住吉が丘、神科新屋、野竹、西野竹、笹井、川原、岩門、染厘

月曜日

第 火曜日 東五加、五加、舞目、八木沢、八舞、セレーノ八木沢、分去、大朝、院内、上手

2 

|回
水曜日 下胃之木、上膏泉木、久保林、みすず台南、みすず台北、梅が丘、仁古田、岡、浦野、越戸、

藤木、小、下室賀、上室賀、ひばりヶ丘

目
木曜日 北大手町、本町、松尾町、上房山、下郷、岩清水、矢沢、赤坂

童曜日 築地東築地、福田、吉田

月曜日 上田原、 川辺町、書升、下之条、神畑.半過
第

火種目 北天神町、南天神町、末広町、大手町
3 

木曜日 泉平、馬場町、袋町、田町、柳町、愛宕町
回

自
木曜日 丸抱町、原町、上紺屡町、鍛冶町、上巌冶町、上川原柳町、下川原柳町、下房山、新田

金曜日 下組、中組、奈良尾、平井寺、鈴子、石神、柳沢、 下之郷、厳

月曜日
第

火噂日 小牧、諏訪形、三好町、御所、中之条、平曲町、 中村、 朝日が丘
4 

木曜日 山口、蛇沢、金井、大久保、畏島、金剛寺
回

木曜日 森、大白木、畏入、宮之上、小井田、中吉田、町吉田、桜台、ひかり、下吉田、林之郷、軍戸
目

金曜日 大屋、岩下、黒坪、国分、下縄、上堀、よ沢、須川

14.丘16 [8] 



平戚14年度 綿子ふれあい広燭 一期日 内 容 期日 J勾 容

6月4日同 あくし申で今日は 11月日目出 かけコこ蕪しい"

乳幼児をお持ちのお母さん、お父さんの主流のために、育児について B月初日同iみんなで仲良〈避" 11月羽田凶 段ボールで遊ほう

の相鮫ゃあEいの情報交換を策ねた「広場」を聞きますので、お気軽に 7月4日同 汽車ポッポ遊び 12月E日嗣 組本をみよう

ご書加ください。おじいちゃん、おばあちゃんの嘗加も大歓迎ですo 7月27日出 七夕筒り作り 12月17日脚 .疋るまを作ろう

b日程右韮のとおり {跨聞は午前iO時~正午) 1>ところ 中 央 公 B月B目同 お水ジvプジャブ 1月10日幽 甑ひこう容量ぴ

民館大会議室 b同容 ネヲトワーカーのかたを中心に識しい遊びゃ話 B月24日凶 紙芝層をみよう 1月21目凶 みん"て・厭おう
をしながら主流を深めていきます b保険料 l 家路につき田円を毎回

9月3日制 棄しいお撤，. 2月3日間 Eまきあそび
いただきます bその他 也毎回自由書加です骨乳幼児は O蹴-3棋で

す@，J、.中学生の保育ボラ ンティア導入のため土曜日を設定しました嘩
自月18日制 高値かきあそび 2月12日制 箇を鴫らそう

内容は、書加者の皆さんの意向を聞きながら変Eする こともあります
10月2日制 風車であそほう 3月4日出 最しい尭損金

1>申し込み・ 問い合わせ 中央公民館 〈圃班如7曲〉 10月24日同 お外で遮"う 3月"日幽 轟しいおし宇べり

(i 

園
暢
実
涜
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

『轟
適
申
シ
シ
デ
レ
ラ
」
上
演
し
曹
す

生
題
学
習
隈
嗣
盟
申

5
1
0

・}

童
話
を
も
と
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

ミ
ュ
!
ジ
カ
ル
に
家
族
や
お
友
達
と

い
勺
し
ょ
に
行
っ
て
、
外
国
の
異
文

化
に
触
れ
、
楽
し
い

一
時
を
過
ご
し

ま
せ
ん
か
。
主
流
会
(
輯
料
)
も
正

午
か
ら
開
催
す
る
予
定
で
す
。

マ
と
き

6
月
幻
日
制
午
桂
l
時

加
分
間
前

マ
と
こ
ろ

上
回
創
造

館
ホ
i
ル

マ
チ
ケ

ッ
ト

大
人

5
0
0
円
、
高
校
生
以
下
2
0
0阿

マ
チ
ケ
ッ
ト
販
売

市
内
6
公
民

館
、
創
造
館
、
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
ほ

A
M
 

生
霊
字国
恩
師
踊
場

6
1
0
4}

須
塩
青
年
の
家
(
圃
⑩
3
0
1
7)

で
開
催
さ
れ
る
自
然
観
察
会
へ
の
パ

ス
ツ
ア
!
申
書
加
者
を
警
集
し
ま
す
。

今
回
は
、
例
え
ば
、
休
日
に
も
仕
事

が
あ
る
、
父
子
・

母
子
家
庭
の
た
め

速
く
ま
で
行
か
れ
な
い
、
な
ど
由
理

由
で
な
か
な
か
子
ど
も
を
野
外
に
連

れ
て
行
か
れ
な
い
ご
家
庭
が
対
量
で

す
。
な
お
、
詳
し
く
は
事
加
者
に
桂

日
ご
迎
絡
し
ま
す
。

マ
と
き

(テ
l
マ
)

①
6
月
2

日
脚
(
専
を
感
じ
る
峠
の
販
の
自

然
観
察
)
②
6
月
9
日
間
(
驚
き
と

感
動
/
審
由
自
然
観
察
)
マ
書
加

料

1
0
0
0
円

〔昼
貴
代
)

マ

集
合

専
用
パ
ス
が
車
問
地
区
、
創

造
館
、
中
央
公
民
館
、
神
科
地
区
な

ど
を
回
る
予
定
な
の
で
途
中
乗
車
し

て
く
だ
さ
い
マ
対
象

小

学

4
年

生
1
高
校
生
(
小
・
小
学
生
は
親
子

で
白
書
加
も
可
)
マ
定
員

①
②

と
も
各
加
名

(須
塩
青
年
の
家
で
定

貝
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
)

マ

申
し
込
み

5
月
白
日
幽
ま
で
に
電

話
で
生
涯
学
習
課
ヘ
マ
そ
の
他

こ
由
時
に
引
率
し
て
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た
も
募
集
し
て
い

ま
す映

画

『ホ

l
ム
ス
イ
ー
ト
ホ
ー

ム
」
上
映
し
ま
す

生
温
学
留
恒
聞
串
岨
骨

5
10
4
}

お
年
帯
り
の
痴
ほ
う
を
テ
l
マに、

「釣
り
パ
カ
日
誌
」
の
栗
山
富
夫
監

督
が
製
作
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

マ
と
き

7
月
日
日
側
午
桂
l
時

1
・
午
桂
4
時
1
(
2
回
上
映
)

マ
と
こ
ろ

市
文
化
会
館

マ
チ
ケ
ッ

ト

{小
学
牢
以
下
無
料
)

一
般
1

0
0
0
円
(
当
日
1
5
0
0
円)、

グ
ル
ー
プ
静
(
叩
枚
)
8
0
0
0円

マ
チ
ケ
ッ
ト
販
売

市

内

6
公
民

館
、
創
造
館
、
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
ほ
か

節
制
画
標
鳳
舎
の
お
知
ら
せ

取
央
公
民
館

嗣
晴
山

W0
7
8
0
)

山
や
出
版
也
、
野
鳥
や
草
花
の
観

察
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
小
山
崎
た
ち

白
歌
声
と
初
夏
目
凪
が
あ
な
た
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

マ
と
き

6
月
9
日
倒
午
前
8
時

泊
分
1
午
珪
4
時

(雨
天
決
行
)

マ
と
こ
ろ

大
河
原
峰
(
望
耳
町
)

・

八
島
ヶ
原
湿
原

〔
下
諏
訪
町
)
周
辺

マ
集
合

午
前
8
時
加
分
ま
で
に

旧
一
ー
中
跡
駐
車
場
ヘ
マ
情
師

茂

木
文
雄
さ
ん
、
中
村
賢
士
さ
ん
マ

定
員

お

名

(先
着
順
)

マ
怠
加

料

6
0
0円

マ
持
ち
物

昼
食
、

防
嘩
具
、
雨
具
、
双
眼
鏡
等
マ
申

し
込
み

5
月
鈎
日
剛
か
ら
書
加
料

を
添
え
て
中
央
公
民
館
へ

わ
が
ま
ち
・
ふ
し
ぎ
掲
見

2
-
E水
@
守
寂
坦
商
l
堰
・
た

め
池
寄
た
ず
お

τ』

申
央
公
民
健

闘

窃

0
7
8
0)

私
た
ち
の
住
む
上
回
小
県
地
域
は
、

全
国
的
に
も
雨
が
少
な
い
地
域
の
た

め
、
何
百
年
も
前
か
ら
堰
や
た
め
池

を
築
き
、
干
ば
つ
等
の
自
然
災
害
に

備
え
て
き
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き

F

」
白
講
座
で
は
、

聞
や
畑
に
水
を
供
給
す
る
用
水
で
あ

る
『
堰
』
や

『
た
め
池
』
に
つ
い
て

学
び
、
実
際
に
現
地
を
肪
ね
て
み
ま

す
。
先
人
た
ち
の
股
や
水
へ
白
粗
い
、

そ
し
て
私
た
ち
の
環
境
を
考
え
て
み

み本

t
ν
a
-

っ。

マ
と
き

左
曜
の
と
お
り
マ
と

こ
ろ

中
央
公
民
館
ほ
か
マ
定
員

初
名
(
先
着
順
)

マ
嘗
加
料

受
講
料
8
0
0
円
、
テ
キ
ス
ト
代
1

0
0
0
円、

保
険
料
4
5
0
円

マ

申
し
込
み

5
月
初
日
刷
か
ら
畳
講

料
等
を
添
え
て
中
央
公
民
館
へ

新憲新生さん
(上図小県近現代史研究会)

ため池岬墨礎知随

14.丘16[ 9] 



平成J4年慮開催予定0)土田市スポ'-''1行事をご紹介し彦if
体育課(固⑮5105)

申し込み等詳しくは毎月の「広報うえだ」をご覧ください (一部期日の過ぎたものもあります)。

8月10目的・同11日間

.ークスキ=場

自然運動公園体育館

来年2月16日田)

上田市文化支援事業 l 

エツコ・ワールド ぱぴぷべ1:劇場

生二l

シニア・レディースゴルフ教室
受講者募集

体育課 (阻胸5105)

bとき 7月 3日-9月11目白水曜日

(全10回)午前10時~正午 bところ 太

郎ゴルフ練習所 t>対象 市内在住・在勤
の女性および60歳以上の男性 b定員 25 
名 t>重量加料 5.000円 t>申し込み 5 
月23日附から畳講料を添えて体育課へ

上因子ども劇場第24団地域公演

再̂2嘩¥，
『σγ4σ)"-i

1:よち1:.よちJ

「

14.5.16 [10 1 

のんびりやのワニくんと、セっかちなヘピおじさんのおは立し。ご

軍族でお韮しみください。

[>日程右去のとおり [>上潰時

間 1時IIU [>対象幼児(3歳以

七)-小学校商学今 [>チケット

一般券(3 o!i以上)1.2凹円、家族

券(大人 l人を含む家狭3人目から)

1.000円、匂 ntfL500円 [>チケッ

ト販売上則子ども劇場、上回市教

育委日会、中央公民白L西部公民館、

川西公民館 [>問い合わゼ 10，"子

ども劇場(臣民日756)

古
文
書
講
座
開
講
の
お
知
ら
せ

得
物
館
嗣
曙
W1
2
7
4
)

江
戸
時
代
を
中
心
と
し
た
古
文
書

の
解
説
講
習
会
で
す
。
生
の
史
料
に

よ
る
上
回
の
歴
史
白
勉
強
会
で
す
。

初
心
者
白
書
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

マ
と
き

6
月
8
日
1
来
年
3
月

の
毎
月
第
2
土
曜
日
午
桂
l
時
加
分

1
3時
加
分
マ
と
こ
ろ
青
少
年

ホ
I
ム
(
初
回
)
ほ
か
マ
講
師

博
物
館
学
芸
且
守
定
員

団

名



• 
(親子)夏季教室(各教室とも童6回)

教室名 0歳児 1鏡鬼 2飽児

曜 日 火岨日 火曜日 金曜日 水四18 金曜日

自慢 e 0/18~7/520 3 81/:曲18~7/S253 6C/K14~7/田19 62/0190~7/325 4 62/叩14~7/3159 
10:15.......10 11:00.......11 10:15.....10 12:00.....12 12:00-12 

定員 各20組

対 象 at| 61歳か月未~濁 1........2織来満 2・-3織来演

.加料 2保田険0料円3曲[鑓円続、者はャ9ッ00ブ円代)[内駅 子レどッスン料[6回銀分5曲) 6凹円、
、キ 2，0曲円{も1，田O円 円)}

来市①番のお上子号館場新骨規塩ま合さ必尻た6着は2官3)は〉級まはでがにきアにク以ア下プのラザ(j)-上⑩回を「Zベ己入ビのー教うえ室、」 係5月(3〒0目拍岡ら即(1日aが上回き
申し込み

ん希ま望たの教6継月室ハ続名、1曲d日Fお現第子在1希のさ満望ん圃年の氏齢日骨名・郵鮪(便ふ2希香り望が号骨晦な)住日C所Fお也字保鰻さ奮んのの生氏年名月骨電白骨話

①の毎ン保取回ヨ険入りン適消館等用斜のし糊が寮(間内あ75lg教た室場まが開合す必始、要怠日とか加な料らり絡のま返了す金日申まは書出で加来と者なまにぜりlAまaoiすS骨eっ受加て料け付け終了一後その他
つ のほか10‘

ョ 0を円し〉 オリ工ンテー

」ー

-ベビー
アクアプラザ上回
水滋教室

聾鶴害事集

… …  

() 

臨時

1回100円

レッスン券
11線組リ
1.000円700円

60・山上
500円

無制限

クロ ル(2)

前泳ぎ申

平泳ぎ'(2)

背泳:!<2>

平泳ぎ①

泳洛教室

水中古修行

水中で音楽にあわゼて楽し〈体を動かします
[水中で運動したいかたならどなたでもOK]

1田100円
〈保険料含む)

750円

5叩円

2c組

無制限

水中運動でマタニティープル ともサヨウナラ
[妊娠16週から怠加できます.主治医の許可が必要]

水中道動

マタニティ

マ
受
購
料

2
0
0
0円
マ

申

し

込
み

畳
講
料
を
添
え
て
博
物
館
へ

上
回
藩
出
身
の
俳
人
加
告
白
雄
の

俳
句
を
体
系
的
に
学
習
し
、
あ
わ
せ

て
そ
の
美
し
い
容
を
鑑
賞
、
ゆ
か
り

の
地
を
紡
れ
ま
す
。
ま
た
、
上
回
の

門
人
た
ち
の
作
品
も
学
習
し
ま
す
。

マ
日
程

左
韮
の
と
お
り

vm

師

矢
羽
勝
幸
さ
ん
(
二
松
学
舎
大

学

教

侵

)

マ
定
員

印

名

マ

霊

情
料

1
0
0
0円
守

申
し
込
み

受
講
料
を
添
え
て
陣
物
館
へ

-j費1型~_IIfL~聖M 呈壬開呈閉ー
期間 ァマ 会場

6月29日同 白磁の生茸と作品の特置

7月27日出 作品鑑賞① (実鰻鎗写句〉

B月118回 午後3時1却跨3分0分 作晶鑑賞(2)(情の旬} 市会民2機会階室館

8月248国 よ回の門人たちの作品鑑賞

久自雄学遺前ほ跡山か巡倉)沢り凝(ハスで、 佐9月15日目 績見市 防の自筆俳

74，5，76 ]
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1
 

[
 



、

H E A L T H 

-あなたも胃検診で胃の健康チェック
6月から 7月にかけて、 35歳以上のかたを対象にし

たX線撮器による目白集団検診を行います。

すでに申し込んだかたには、事前に案内のはがきを

お送りします。また、申し込みされていないかたも、

当日会場で検査を畳けられます。

1>とき ・ところ 下表のとおり 1>検査内容 バリ

ウムを飲んでから X線で目部白 II~接撒影を行います

b個人負担金 900円 b服装 トレーナ一、Tンヤ

ツ、スウェットノマンツ、ジャーヅなどは、ファスナ ・

ボタン ・金具類がなければ、そのまま着用して検診が

畳けられます b注意事項 検診目前日目在 9時から

検診が終了するまで、飲古物はいっさいとらないでく

ださ L、。また、刺激物 ・アルコール類は控えてくださ

い。目白手術を受けたかたや治療中のかた、妊娠して

いるかたや妊娠している可能性白あるかた、自分で立っ

ていられないかたは検診を畳けられません b闘い合

わせ 健康推進課 (困@8244)

・胃検診 6月の日程 (聖付時聞は午前7時40分-9時)

と 、き
百 A 会場 B 金 増L

6月3回目

6月4日出 中村自治会館

6月5日開
西宮君公民館

6月6日間

6月7日圃

8月10日間
川辺町会館

日月11日出

B月12日同 神川地区公民館

自月13自国

B月14日圃 川防辺虫 ・泉園地匡 下堀コミユーアイセンタ

6月17日間 センタ

6月18日凶

6月19日嗣
織南A民館

中央公民館

6月20白岡

8月21自国

6月24日開 手塚公民館 大屋公会童

8月25日同
JA中塩国主所

8月26日刷 豊民主慶村環焼改善センター

6月27日開
東防部虫地セ区ンター

6月28日困 上野が丘公民館.rこころの相談日」を開催します
現代社会では仕事や環境白変化が多く、ストレスや

人間関係などがきっかけとなり、こころに変調をきた

すことがあります。こころの健康のことや生活のこと

でご相談があるかたは、本人・家族などどなたでもお

気軽にご相談ください。秘密は固く守られます。

G U D E 

bとき 6月12日嗣・同26日刷午前9時30分-11時30

分(1人 l時間程度) 1>ところ 上回市保健セyター

(市役所前庁舎 2階) 1>相談担当 精神保健福祉相

談員・保健師 b申し込み 健康惟進課(圃@8244)

まで(予約制) 1>その他 保健師による相談11随時

行っていますのでご利用ください

• r痴ほう」についての相談会
bとき 6月19日網午桂 l時1日分-5時 bところ

市役所南庁舎 11智高齢者介護課 1>定員若 干名

1>相談担当 姻内静子さん(グルプホ ム「せせら

ぎ」・宥護相談重「せせら吉」代表、元国立小諸療聾

所痴ほう性老人病棟副婦長) 1>申し込み 電話で高

齢者介護課(匪胸41001"i1616)まで

:6月の乳幼児健康惨董・教室

r>畳付時間 ①乳幼児健康監査(4か月児 ・i歳6

か月見・ 3歳児〉 午後 l時-1時45分②2歳児教

室午桂 1時-1時15分 [①、②とも午後零時"分以

前の畳け付けはできません] r>持ち物 ①乳幼児健

康監査 母子健康手頼、健康監査票(赤ちゃん手般の

中にありますので記入してお持ちください。 3歳児は

視力・聴力検査を実施して、記入してください)、パス

タオル、おむつ、歯プラン(1歳6か月児)0 3歳児は、

尿検査の容器をお送りしますので、お持ちください

②2歳児教室 母子健雌手帳、おたずね用紙、歯プラ

ン、コップ、おやつ内(翼賛)、おやつ周はし ・フォ

クなどとお血l

・保健センター{市役所南時書2階)

4か月

1歳 6か月

3 趨

2歳児教室

-塩国母子健康センター(繍園・/11菌培Eのかたのみ)

1 4か月 6月13日 14. 1 .16~ 2 .15 

.111西社会福祖tセンター(溜困・JI陣地Eのかたのみ)

3 歳 6月14日

2歳児教室 6月26日

1 1. 4.1~5.31 

12.3.1-4.3日

-個別10か月児健除(市内由香託医歯車湖周)

|個別叩か月 16月 1臼-30日 13.7.16-8.15

※10か月児健彦は、 4月以降、市内の垂託医療噛関で行

うことになりましたゐなお、対象者には個別に通知し

ます。詳しくじま 健L康推進楳まで。

..・ーー明・・・・・・ーー...... .-.... .....--..---.... --..... ......-..ーー・

14.5.16 [12] 



5同5日IcI=.予と事が主役

第31囲うえだことを3号まつり
よ田城跡公園一帯で開催

大空にこいのぼりが舞う 5月5日はこどもの目。市内各地では、子どもたちを対卑にした

イベン 卜が目白押しです。

新緑あふれる上田城跡止園-~I}では、背1l!のもと由びのびと子どもたちに遊んでもらおう

と、子どもたちが主役目 「蔀31回うえだこどもまつり」が値めざせ/遊び白ワールドカップ"

をテーマに開催されました。

信州上回耳目陣太鼓の皆さんによる、陣太鼓で白オープニングセレモニ一、西丘保育閣の

にしおかチピッ子鼓笛隊による演費削行われた陸、ネイチャ ゲ ム、クラフトゲ ム、人

形劇、ダノスゲーム、スタンプラリーなど、子どもたちが自然白中で遊ぶことができるさま

ざまな惜しが公園一帯で行われ、おおぜい白家族連れが子どもの日を楽しみました。

企にしおかチビッ子賞箇隊の置費 企た〈さんの子どもたちが遊びにきました

[13] 14.5.16 
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市内各学絞℃
入学式

ど)
春は入学式の季節。市内でも、 4月3日に各中学校、同4白

に各小学校の入学式が行われました。また周19巴には、上田市

ことぶき大学の入学式が、市立化会館で行われま した。

西小学校では、昨年から改築工事が進められていた新体青館

が完成し、新 1年生たちは、新しい学友との出会いに期待を込

めて式にのぞみ、てzきたばかりの体育館で小学校生活の軍 基

を踏み出しました。

『生島え島神4土
目
H
d

同
可
B
J
・

av』
-U

 
広

ん
向。轟
n

T
属病一

山
本
句
Z

H

私

お

わ

htM

陥

寸
描

仲

良

W
A
μ
a
F
 

直
哩
内
ぺ
‘
‘
、

ゼ
止
出
引
品
川
守

。

企門

生島足島神社摂社諏8事長土本殿li、治に図

まれた小島のよに建う本社 (内部の本殿内

殿は県宝)と正対すゑ位宜に耐向きに棄をち、

門はその正面前方に6ります.t.'...1! 

本殿l立、検札(建物の由緒を記した木札)

によって、慶長15年 (1610)によ回藩主 ・

真田信之の寄遣を受 '1 て 、 大エ棟梁 ・ ~板

勧四郎によって買をてられたことがわかって

います.
F 一司."

本殿の全体の形式は、問ロ2.8mのー問

ぜr過で、屋根は鋼板葺(元iaW証)
で、全体の管が高〈 、軽快な鳥じのする社

殿です.また、社殿の給部は朱漆塗、羽田
: ..A，凶時 ト

板や軒裏板は胡粉塗 K日本画に用いられる

白色顔料)、彫剖は極彩邑とするなど全体

に彩色が婚されていtす.

また、門についても.建築様式の特徴か

ら、本殿ど同じ頃に建て bれたものと考え

られ、問ロ ー奥行ともに 1聞で 屋根は切

玄4鋼板書(元i2V正)の建物で.本殿

と同級に.朱漆塗と胡粉壷で壷奈が姥され

ています. 咽

本殿、門ともに、当時の県内の建築の動

向を示す貴重位建物ということで、今回

f県宝Jに指定されました.

14.丘16[14) 



山本鼎生誕120年展
山本燕その仕事
~版画と装械に光をあてて~

bとき 5月25日出-6月16日間午前 8時30分~午桂 5時

(人面は午後4時30分まで) 1>ところ 山本鵬記念館 b 
休館日毎週水曜日

・シンポジウム「山本珊白木版画をめぐってJ
bとき 6月8日出午後2時-4時 bところ

2階会韻童 1>入喝料無科

・ギャラリートーク

bとき 6月 l日出午後2時~

山本鼎記念館 (匝賂2693)

-4月
定
例
会

4
月
9
日
出
防
備
し
た
4
月
定

例
会
の
主
な
内
容
は
、
次
白
と
お

り
で
す
。

審
機
事
項

一
上
田
市
学
校
給
量
セ
ン
タ
ー

運
営
審
強
会
委
員
の
選
出
区
分

に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
蚤
H
H
由
選

出
に
当
た
り
、
学
融
緩
験
者
由

選
出
区
分
の
う
ち
l
人
を
公
募

と
す
る
件
に
つ
い
て
審
議
し
、

市民会館

O 

休館のお知らゼ

山本則生軍基120年農の且示轡えのため、 5月188出~同24

8 ~越および展覧会終了後の 6 月 17日開~同20日備は休簡とさ

せていただきます。ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解と

ご協力をお願い申し上げます。

承
認
し
ま
し
た
。

ニ

公

民

館
運
営
審
闘
会
委
員
の

委
嘱
に
つ
い
て

欠
只
補
充
に
伴
う

3
人
目
安

貝
の
委
嘱
に
つ
い
て
審
議
し
、

承
認
し
ま
し
た
。

三
博
物
館
也
離
会
・
資
料
館
協

機
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う

9
人
の
委

員
の
任
命
に
つ
い
て
審
犠
し
、

承
認
し
ま
し
た
。

四

平

成

M
年
度
白
書
課
の
重
点

施
策
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
各
課
所
の
今
年

度
目
量
点
施
策
等
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。

『上田市箆』

編さんだより⑫

上田市と地毘

大
規
槙
地
慢
の
原
因

地
球
の
丘
而
は
、
プ
レ
ー
ト
と
い

う
厚
さ

1
0
0
回
ほ
ど
の
岩
板
で
置

わ
れ
て
い
ま
す
。
プ
レ
ー
ト
は
海
樹

で
生
ま
れ
、
蟻
っ
か
に
分
か
れ
て
移

動
し
、
海
溝
で
地
下
に
沈
み
込
ん
で

前
減
し
ま
す
。

日
本
を
取
り
巻
く
プ
レ
ー
ト
は

4

つ
あ
り
ま
す
が
、
プ
レ
ー
ト
同
士
が

面
突
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
プ
レ
ー

ゆ
M
F

ト
問
や
プ
レ
ー
ト
内
に
歪
み
が
蓄
積

さ
れ
、
耐
え
き
れ
な
く
な
っ
た
岩
盤

が
断
層
を
起
こ
す
時
、
地
震
が
発
生

し
ま
す
。

な
ぜ
東
海
地
震
が
問
題
か

騒
河
湾
周
辺
を
中
心
に
フ
ィ
リ
ピ

ン
梅
プ
レ
卜
と
ユ
l
ラ
ン
ア
プ
レ
ー

ト
の
画
突
に
よ
っ
て
起
き
る
と
さ
れ

る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8
級
の
地
震
を

東
海
地
震
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

は
昭
和
凶
年
目
東
南
海
地
震
の
時
駿

河
湾
一
帯
が
震
源
に
な
ら
な
か
っ
た

白
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
解
放
さ
れ
な

い
ま
ま
残
勺
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
で
す
。

市蕗絹さん室(0B!@974U

新
た
牢
防
災
対
策
強
化
地
場

闘
は
昭
和
田
年
に
制
定
さ
れ
た
大

規
領
地
震
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ

い
て
、
翌
年
長
野
県
内
凶
市
町
村
を

地
震
防
虫
対
策
強
化
地
域
に
指
定
し

ま
し
た
が
、
平
成
日
年
に
遠
州
灘
を

含
む
新
し
い
震
源
想
定
域
を
発
車
し

ま
か
'
し
ゃ
九
。

良
野
県
で
は
新
た
に
岡
谷
市
・
開

訪
市
な
ど
口
市
町
村
が
加
一え
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
地
域
で
は
震
度
6
弱
以

上
田
地
震
が
予
怨
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
触
れ
と
み
ら
れ
る
地
般
の
異
常

な
ど
を
観
測
し
た
場
合
は
、
首
相
が

署
煎
立
曹
を
発
令
し
、
強
化
地
績
で

は
金
融
機
関
が
常
業
停
止
、
交
通
機

関
も
大
幅
に
規
制
さ
れ
、
芋
校
も
体

校
に
な
り
ま
す
。

県
内
を
震
粛
と
す
る
地
震
の
心
配

長
野
県
白
地
震
対
策
基
礎
調
査
車

川
蚕
艮
会
は
、
平
成
時
年
糸
魚
川
・

静
岡
構
造
線
断
層
帯

(北
米
プ
レ
ー

ト
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
白
面
突

帯
)
を
震
甑
と
す
る
地
震
や
東
海
地

震
に
つ
い
て
各
地
の
想
定
震
度
を
決

め
ま
し
た
。
糸
血
川

・
静
岡
構
造
線

の
中
部
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8
級
の

地
震
が
起
き
た
場
合
、
松
本
市
・
諏

訪
市
・
富
民
市
な
ど
で
震
度
7
、
長

野
市
や
上
田
市
で
震
度
6
強

(人
は

立
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
ず
、
追
わ

な
い
と
動
け
な
い
。
木
造
や
鉄
筋
コ

[ 15) 

ン
ク
リ

1
ト
種
物
白
耐
震
性
の
低
い

住
宅
は
倒
漉
す
る
も
の
が
多
い
)
で

川町
内
の
ほ
と
ん
ど
が
震
度
5
強
に
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

よ
田
市
と
地
震
災
害

上
田
市
岐
に
災
害
を
及
ぼ
し
た
主

な
地
震
に
は
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

元
禄
同
年

(
1
7
0
3
)
の
元
禄

地
盤
、
弘
化

4
年

{1
8
4
7
)
の

曹
光
寺
地
震
、
安
政
元
年

〔
1
8
5

4
)
の
安
政
東
海
地
震
、
大
正
元
年

白
神
科
地
繕
を
震
源
と
し
た
地
震
、

大
正
ロ
年
の
関
東
地
震
な
ど
で
す
。

上
回
市
の
住
宅
地
の
大
部
分
は
、

百
万
年
前
以
降
に
湖
沼
に
堆
積
し
た

岩
石
で
、
比
較
的
軟
弱
な
た
め
大
規

模
な
地
震
が
発
生
す
れ
ば
か
な
り
の

被
害
が
出
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

上
田
市
誌
自
然
編

『
上
閏
の
地
質

と
土
壕
』
で
は
、
地
震
に
つ
い
て
も

記
述
し
て
い
ま
す
の
で
群
し
く
は
そ

白
項
を
害
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

-同 国国 岡

14.互 16



文芸今月の投稿数
短眠 113首.俳句. 135句
川柳・ 50旬、 計・ 298作品

投稿先/〒却6 叩25/:岡市疋神 2 ~f.74
k関市4生育聾皿金 「量宵うえだ」保

投書.方法/はがきに短歌・韓旬・ 111仰の別をl

珂配し、氏名 ・肉抽金r.・電話番号をご記

同うえI!IJJ1811までに控かんして〈ださL、

磁
調究

富

士

山

山

寺

勝

世

手
を
ひ
か
れ
迫
れ
ゆ
く
子
の
智
さ
呼
よ

ア
フ
ガ
ン
祖
曲
折
の
い
桂
と
な
れ
よ

良

保

体

車

且

京

子

-
t
 

沈
丁
花
之
な
さ
草
の
荒
れ
且
に
昔
。
ほ

の
か
に
吐
き
あ
」
れ
た
り

中

常

国

小

山

て

る

子

間
前
に
持
ち
込
ま
れ
た
る
り
ん
ご
の
札

ほ
の
か
な
を

0
事
荷
ゆ
に
講
つ

新

民

図

古

白

留

吉

弘
町
報
欄
に
追

a正
名
の
あ

q
て
老
い
ゆ

わ
れ
の
孤
独
骨
ぴ
ゐ
る

長

島

飢

問

弁

律

子

手
を
あ
げ
て
横
断
歩
道
在
る
見
等
を
春

一
番
に
お
さ
げ
量
ゆ
る
る

理

詰

臨

北

海

竹

代

春
耕
に
土
の
ほ
ぐ
れ

L
山
知
に
籾
の
陽

呈
し
て
か
ぎ
ろ
ひ
の
立
つ

上

常

田

岩

住

か

め

よ

高
齢
者
集
い
て
う
た
う

「
信
草
の
固
」

に
百
歳
の
曜
の
カ
告
い
朱

国

分

続

保

薗

代

弥
生
の

a晶
ら
か
に
注
ぐ
国
分
寺
大
思

え
に
信
徒
ら
事
ふ

神

畑

小
体
夜
柏
町
子

行
-
・
上
国
市
《
〒
3
8
8
1
8
8
0
1
畏
野
県
上
回
市
大
手
1
3
n
'
m】

発
田
・
上
岡
市
教
育
委
員
会
〈
〒
3
8
8
1
0
0
2
5
よ
関
市
天
簿
2
I
4
u
o

昔
の
晶
、
.3
小
崎
供
へ

T
手
を
告
は
す
微

笑
む
九
九
に
怖
を
語
ら
む

の 百;
長虫;
顔を

の 生
ささ
や車

14金

今要事井
朝 の

は 道 司・一
の m

生
あ

よ早

新

田

背

絵

鶴

江

梓

桜

こ

A
し
れ
ん

Z
ょ
う
枇
会
信
濯
の

#
は
今
盛
う
な
っ大

手

町

加

藤

よ

志

の

お
互
い
に
背
な
の
丸
さ
を
は
げ
ま
し
て

八
十
路
を
越
え
し
我
亭
持
品
は

小

泉

間

品

百

江

長
い
年
月
亡
え
を
看
取
。
し
え
の
背
を

山
の
措
に
さ
そ
ひ
し
み
じ
み
流
す

北

詰

岡

大

量

芳

佼

八
曹
桜
触
る
る
串
触
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